
（様式１）【ホームページ掲載用】 

研究課題（テーマ） 
オンライン英語学習プログラムの試行 

研 究 者 所 属 学 科 等 職 氏    名 

代表者 国際交流委員会 委員長 竹井 敏（企画） 

 

  事務局教務課国際交流担当者（運営） 

研究結果の概要 

マンツーマンレッスン 1 回当たり数百円程度の安価なオンライン英語学習プログラムを利用

し、ウイズコロナ・ポストコロナ時代における国際交流により、異文化への興味・関心を深め、英

語の国際的な通用性に気づき、英語学習への意欲向上の機会を提供した。 

 具体的には、DMM英会話の独自オンラインシステム（各自宅の PCを通じて参加）にて、参加

学生本人が、自身で講師（外国人）・日時・教材を自由に選んで予約し受講。１日１回 25 分まで

毎日・24時間受講可能とした。本学工学部の全学科や看護学部に在籍する学部学生、及び国際交

流・英会話に関心のある大学院生を含めた合計 56名の参加があった。 

本プログラム開始時と終了時（開始後３月目）にスピーキングテストとアンケートを実施した

ところ、回答者の約８割がスピーキング技能の向上、約９割がリスニング技能の向上を実感して

おり、スピーキングスキルの改善等の成果が確認できた。参加学生の中には週 6～7回ペースで参

加する積極的な学生もおり、TOEICのレベル向上だけでなく、全国レベルの民間奨学財団の奨学

生助成プログラムや大手企業のインターシップに採択される等の成果が得られた。 

今後の展開 

本学国際交流事業を更に活性化させるため、新一年次にも学生対象を広げ、意欲ある学生を見

出せるように応募方法・周知方法を改善し、本プログラムを展開していく予定である。 

 

 


